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全基、160ち圏内に火山
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七
月
に
施
行
さ
れ
る
原
発
の
新
し
い
基
準
で
、
電
力
会
社
は
百
六
十

ロ
キ
圏

の
火
山
活
動
の
影
響
を
想
定
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
地
震
国

ｏ
日

本
は
世
界
有
数
の
火
山
国
で
も
あ
り
、
ど
の
原
発
も
圏
内
に
火
山
が
あ
る
。

大
規
模
噴
火
の
危
険
に
直
面
す
る
場
合
、
廃
炉
を
迫
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る

が
、
専
門
家
は

「危
険
性
を
ど
う
判
断
す
る
か
難
し
い
」
と
指
摘
す
る
。

委
員
会
は
新
基
準
で
、
火

山
の
チ

ェ
ッ
ク
を
義
務
づ

け
た
。

国
内
最
大
級
と
さ
れ
る

九
万
年
前
の
阿
蘇
山

（熊

本
県
）
の
巨
大
噴
火
を
想

定
し
、
調
べ
る
火
山
の
範

囲
は
火
砕
流
が
及
ん
だ
百

六
十

ロ
キ
圏
に
設
定
。
そ
の

結
果
、
全
て
の
原
発
の
同

圏
内
に

一
つ
は
火
山
が
あ

り
、
多
い
所
で
は
十
以
上

の
火
山
が
あ
る
。

今
後
、
重
要
に
な
る
の

は
、
ど
の
火
山
が
、
ど
の （永

山
陽
平
）

一

く
ら
い
危
な
い
の
か
―
を

見
定
め
る
こ
と
だ
。

た
だ
、
火
山
噴
火
予
知

連
絡
会
の
藤
井
敏
嗣
会
長

（
東
京
大
名
誉
教
授
）
は

「
原
発
に
影
響
を
及
ぼ
す

大
規
模
噴
火
の
予
知
は
で

き
な
い
」
と
、
相
当
な
難

題
だ
と
言
う
。

噴
火
の
予
兆
そ
の
も
の

は
地
震
計
な
ど
で
数
日
～

数
時
間
前
に
キ
ャ
ッ
チ
で

き
る
。
だ
が
、
大
規
模
な

噴
火
に
発
展
す
る
か
ど
う

か
ま
で
言
い
当
て
る
の
が

日
本
に
は
活
火
山
が
百

十
あ
り
、
全
世
界
の
約
７

％
を
占
め
る
。

火
砕
流
が
原
発
に
達
す

れ
ば
、
冷
却
設
備
な
ど
が

破
壊
さ
れ
、
重
大
事
故
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
原
子
力
規
制

難
し
い
と
い
う
。

国
内
で
最
も
新
し
い
大

規
模
噴
火
は
七
千
三
百
年

前
。
火
山
活
動
は
数
千
～

数
十
万
年
単
位
で
分
析
さ

れ
る
の
に
対
し
、
原
発
の

運
転
期
間
は
数
十
年
。
時

間
軸
が
違
い
す
ぎ
、
専
門

家
で
も
正
確
な
リ
ス
ク
判

定
は
容
易
で
は
な
い
。

ど
の
火
山
が
危
険
か
を

判
定
す
る
の
も
難
し
い
。

い
ま
噴
煙
を
上
げ
て
い
る

火
山
が
危
な
い
と
は

一
概

に
言
え
ず
、
静
岡
大
の
小

山
真
人
教
授
は

「眠

っ
て

い
る

（
火
山
噴
火
で
で
き

た
大
型
の
窪
地
が
あ
る
）

カ

ル
デ

ラ

に
注

意

が

い

る
」
と
語
る
。
小
山
教
授

は

大

規

模

噴

火

の
可

能

性
が
あ
る
火
山
と
し
て
、

鹿
児
島
県
の
海
底
に
あ
る

姶
良
カ
ル
デ
ラ
や
北
海
道

の
有

珠

山

な

ど

を

挙

げ

る
。火

砕
流
が
届
か
な
く
て

も
、
火
山
灰
は
広
範
囲
に

飛
ぶ
。
九
万
年
前
の
阿
蘇

山
噴
火
で
は
、
北
海
道
で

十
器
も
積
も

っ
た
。

産
業
技
術
総
合
研
究
所

の
山

元

孝

広

氏

（
火

山

学
）
は

「
火
山
灰
対
策
は

全

て

の
原

発

で
す

べ
き

だ
」
と
指
摘
。
日
本
電
気

協
会
の
担
当
者
は
、
火
山

灰
が
送
電
網
に
積
も

っ
て

電
線
を
傷
め
る
こ
と
や
、

灰
が
フ
ィ
ル
タ
ー
を

つ
ま

ら
せ
非
常
用
デ

ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
を
動
か
せ
な
く
す

る
危
険
性
を
挙
げ
、
対
策

強

化

の
必

要

性

を

訴

え

た
。
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